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〔学校教育目標〕 

 ○かしこい子ども         ○美しいものに感動する子ども 

 ○思いやりのあるやさしい子ども  ○たくましく生きぬく子ども 

 

若草小学校ＨＰ 

 

 

 

 

文責 

校長 時田直人 

ドローン教室 ５生が参加しました。 

５年生が、１０月４日にドローン教室を開きました。３Ｄを映せ

る技術では、児童の頭をかなり正確に読み取り映像化していま

した。技術の進歩は非常に速く、昨年度よりもより高度な技術

を見ることができきました。一人ひとり実際に操作する体験を

通して、科学に興味を持てることができるとよいと思いまし

た。子供たちは、「楽しかった。初めて操作してみたけれどとて

も難しかった。」など感想を言っていました。科学に興味関心が

持てたことと思います。 

若陸上記録会の練習始まる 

6 年生の陸上記録会が、10 月 17 日に

櫛形総合公園陸上競技場で行われます。１

００ｍ、６０ｍハードル、１０００(男子)８００

ｍ(女子)、走高跳、走り幅跳びとそれぞれ

男女別に出場します。個人競技の最後に

は、クラス対抗リレーも行います。若草中の

生徒による指導も行われました。 

スマイル運動   

全校長縄跳びを行いました。    全校長縄跳びを行いまし

た。縦割り班ごとに、６年生を中心に楽しく活動する姿が見られま

した。 児童会のテーマ、キーワードは【スマイル】です。全校児童

が、毎日楽しくスマイル（笑顔）で学校生活が送ることができるよ

う、６年生を中心に全校のみんなで活動しています。 

『おもちゃ 

フェスティバル』 

 ２年生は、この日

のためにたくさんのおもちゃ作りに取り組んできました。当日は１

年生を招待して、体育館いっぱいにお店を出し、楽しい時間を過

ごしました。おもちゃ制作では、それぞれ持ち寄った材料を、チー

ムで協力して作っていました。みんなが楽しめるような工夫がた

くさん見られました。 

家庭数  

 

 



芸術鑑賞教室 日本航空高等学校【太鼓隊】 
 10月 10日(木)、日本航空高等学校の太鼓隊

２０名を招いて芸術鑑賞教室が行われました。迫

力ある太鼓の大きな音に驚いた子もいました

が、次第に高校生の演奏に引き込まれていきま

した。日本航空太鼓隊は「全国優勝」をするほど

のレベルの高さです。子供たちからは、「太鼓の

音の迫力に驚いた。」「高校生がかっこよかっ

た。」「音がそろっていてすごいなあと思った。」などたくさんの感想が聞かれました。太鼓に触れる機会は少

なくなっていますが、日本人として太鼓の音色を大切にしたいと感じました。 

がんばる姿 

 

10月 15日（火）道徳授業参観 

 ５校時（１：５０～）各クラスで道徳の授業参観

を行います。その後２：５０より、体育館で教育

講演会があります。アドラー心理学の研究をし

ている、「森崎千秋」先生による【子どもの自己

肯定感をはぐくむために】という内容の講演

会になります。子育ての悩みは時には深く大

きなこともあります。自分一人では解決でき

ないこともあります。そのような時に少し落ち

着いて考える時間が持てること、何かヒントを与えてもらえることが大切です。森崎先生のお話は、明日への

勇気につながる内容がたくさんあるお話です。ぜひ、多くの方に講演会に参加していただき、森崎先生のお

話を聞いていただきたいと思います。 

依田まきこ先生が持ってきてく

れました。1 年生の生活科で使い

ます。秋と言えば過ごしやすいさ

わやかな季節ですが、最近の気候

変動は異常と言わざるを得ませ

ん。秋はスポーツの秋、読書の秋

などと言われます。子供たちも学

校の内外で様々な学びを身に着

けています。 

保護者の方が時折、忘れ物を届けてくれます。先日も、「リコーダーが机の上においてあり心配になった

ので」と 5 年生の保護者のお母さんが届けてくれました。教室に持っていくと、この日は使う予定はない

とのことでした。男の子にお母さんが心配して持ってきてくれたんだよと伝えると、照れ笑いしていまし

た。教室にいるみんなの前で、「今日はお母さんの肩をもんであげること」を約束しました。 

翌日、約束のことを聞きました。あかあさんに「ありがとう」を伝えたそうです。そしてお母さんの肩をも

んであげたそうです。お母さんからも「ありがとう」を言われたとのこと。言われてどうだった？と聞いた

ら、小さな声でしたが「うれしかった」と答えてくれました。おかあさんが届けてくれたことは忘れることは

ないでしょう。忘れ物はいけません。持ち物は前日に確認しておきましょう。でも時には失敗もあります。

大切なことはその失敗を反省し、同じことを繰り返さないことです。お互いに気を付けたいですね。 



 


